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広島市立飯室小学校 ２学年 学級活動（２）学習指導案 

授業者：中山 孝  大築 聡美   日時：令和４年１０月２８日（金）２校時   学年：第２学年１組（２２名） 

 

 

題材  「けがのぼうし」  （学級活動（２）ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成） 

 

１ 目指す児童の姿と付けたい資質・能力  ２ 題材について 

○ 危険な行動に気付き，けがを予防する意識がもてるようにしたい。 

○ 周りに気を配り，安全に行動できる児童を育てたい。 

(1) 児童の姿 

本学級の児童は，年度当初，みんなで意見を出し合い，「みんなでいっぱいた

すけあう２年生」という学級目標を設定した。素直で明るく，友達に優しく接し，

助け合う児童が多い。仲良く遊ぶ半面，自分のことや遊びに集中してしまい，ル

ールから外れてしまったり，周囲の状況を把握できていなかったりし，病院を受

診するほどのけがが増えている現状にある。 

 

 

(2) 題材設定の理由 

   学校生活において，けがが起こるのは当たり前のことであり，児童の発達に

伴い，遊び方や様々なことへの取組方の変化によって，傷病の特徴も変わる。

本題材では，２年生になり，活動が活発になった今，自分たちの遊び方とけが

の内容を振り返り，安全に過ごすための手立てについて考える機会としたい。 

 

 

(3) 指導にあたって 

指導にあたっては，まず自分たちのけがの状況を示し，課題に気付くことがで

きるようにする。次に，身近に潜む危険について想起し，けがが起こる因果関

係から，原因とけがを防ぐための手立てを見つけることができるようにする。

そして，安全に過ごすためにできそうな，自分に合った手立てを考え，意思決

定できるようにする。その際，多様な考えが出るよう，支援したい。 

事後は，意思決定した手立ての達成度について，日常的に振り返り，確認し合

う場を設ける。そうすることで，互いの頑張りを認め合いながら，実践の継続化

を図りたい。 

協働性 主体性 創造性 

学校で起こりうる危険に

気付き，けがを防ぐための

方法について話し合う。 

けがを防ぐための方法

について考え，意思決定

したことを実践する。 

けがを防ぐ具体的な方法

を見つけ，進んで取り組も

うとする。 

 

３ 評価規準 

観
点 

よりよい生活を築く 

ための知識・技能 

集団や社会の形成者とし

ての思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

自己の身の回りの

諸課題の改善に向け

て取り組むことの意

義を理解し，基本的な

生活を送るための知

識や行動の仕方を身

に付けている。 

自己の身の回りの諸課

題を知り，解決方法など

について話し合い，自分

に合ったよりよい解決方

法を意思決定して実践し

ている。 

自己の生活をよりよくす

るために，見通しをもった

り振り返ったりしながら，

進んで課題解決に取り組

み，他者と仲よくしてより

よい人間関係を形成しよう

としている。 

目
指
す
児
童
の
姿 

学校で起こりうる

危険に気付き，けがを

防ぐための方法につ

いて理解している。 

けがを防ぐための方法

について考え，意思決定

したことを実践してい

る。 

自分のけがを防ぐ方法を

見直し，進んで取り組もう

としている。 
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４ 指導と評価の計画 

(1) 事前の活動  (2) 本時の展開  (3) 事後の活動 

活動内容と教師の支援 本時のねらい  けがをしてしまう原因について理解し，安全にすごす方法を考える。 活動内容と教師の支援 

10

月 

中

旬 

○ 養護教諭がこれまで

の学級の実態をまとめ

る。 

 学習活動 教師の支援 目指す児童の姿と評価方法 10

月

30

日

か

ら 

○ 安全週間を設け，「学し

ゅうじゅんびカード」を

使って自分の決めためあ

てを実行する。これから

の実践につながるように

振り返りを行う。 

つ
か
む 

 
 
 

さ
ぐ
る  

 
 
 
 
 

 
 
 
 

見
つ
け
る 

 
  
  
   

決
め
る 

１ けがをして困っ

た経験を共有する。 

 

 

２ 本時のめあてを

確認する。 

 

 

３ けがをする原因

について考える。 

○ ２年生の学校でのけがの様子を提示し，

実態を把握し，課題が見いだせるようにす

る。 

 

 

 

 

 

○ 養護教諭がけがの実態や原因，その後の

状況について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月

後

半 

道徳「どうして うまくい

かないのかな」 

〇 自分の特徴やよさに

気づき，よさを伸ばして

いこうとする心情を育

てる。 

11

月 

○ 学校安全マップを作

り，学校へ発信する 

 

４ 安全に過ごすた

めの技を考える。 

 

 

 

 

５ けがを減らして

楽しく安全にすご

すための方法につ

いて，意思決定す

る。 

○ 学校のきまりや，グラウンドのきまりを

提示する。 

 

 

 

 

○ ここまでの話合いで出された意見など

を生かして，自分に合っためあてと手立て

をワークシートに記入できるよう助言す

る。 

○ 学校で起こりうる危険

に気付き，けがを防ぐため

の方法について理解してい

る。（知・技） 

［観察・発言］ 

 

○ けがを防ぐための方法

について考え，意思決定

したことを実践してい

る。（思・判・表） 

［観察・ワークシート］ 

 

 

めあて  安全にすごすための技を発見しよう。 

(4) 新しい活動  個人での取り組みを学級全体で共有し，下学年や学校全体へ発信する。 

 

他教科等との関連  道徳「どうして うまくいかないのかな」 

 


